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ご意見、ご要望をお気軽にお電話ください。
●ごみに関すること（常総環境センター）
●消防に関すること（常総広域消防）
●スポーツ施設に関すること（常総運動公園）
●いこいの郷 常総に関すること（地域交流センター）

●常総地方広域市町村圏事務組合「管理課（総括）」
●消防テレフォンサービス
　（常総《旧石下地区を除く》･守谷・つくばみらい地区）
●県南総合防災センター
●障害者支援施設（ふれあいの杜）

0297（48）2314
0297（23）0119
0297（48）5675
0297（48）3217

0297（48）2339
0297（22）0119

0297（83）2776
0297（27）5016

　皆さんの家庭から排出された資源物とごみは守谷市にある
常総環境センターに持ち込まれ、処理されています。
　昨年度、常総環境センターに持ち込まれた資源物とごみの量
は前年度より1,242トン、1.8％増加しており、目標値に対して
3,561トンオーバーしています。
　特に、不燃ごみ・粗大ごみの増加が著しく、安全で安定的なご
み処理を継続していくためにも「ごみの分別」「減量化」への取
り組みにご理解とご協力をお願いします。

◎ 不燃ごみ
　不燃ごみは、前年度より329トン、3.6％増加しています。
　不燃ごみの中には、ペットボトルやプラスチック製容器包装
など資源物が混入されてごみになっています。これらを分別し
て出すことで、不燃ごみの減量と資源物の資源化率の向上につ
ながります。

◎ 粗大ごみ
　粗大ごみは、前年度より304トン、17.1％増
加しています。粗大ごみの中にはまだ使えるも
のも多くあります。購入した製品を大切に使用
することや、リサイクルショップの活用などに
より粗大ごみの減量化をお願いします。

ごみ搬入量（３年間の推移）

資源物の資源化率

空きカン
空きビン

プラスチック製容器包装

ペットボトル
580 514 88.6 89.6
1,521 1,557 102.4 99.7

1,734 729 42.0 39.4
532 386 72.6 70.9

資源物 搬入量（ｔ） 搬出量（ｔ） 資源化率（%） 前年度
資源化率（%）

※空きビンの資源物が100％を超えたのは、4月搬入時に3月分の残を含んで搬出したため

分別の際にはマークを確認し、水洗いをして
汚れを落としてください
※飲み残し・食べ残しがあると、分別してもリサイクルできません。

◎ペットボトル

◎プラスチック製容器包装

空きビン、空きカン、
ペットボトル、プラス
チック製容器包装の資
源物が不燃ごみとして
出されていました

空きビン

空きカン

ペットボトル

プラスチック製
容器包装

実際に排出された不燃ごみ

ふた

ラベル

キャップと
ラベルは

プラスチック製
容器包装へ

卵ケース
弁当容器
カップ麺容器
納豆容器
など

そのまま処分
じゃなくて、

リサイクルショップ
を活用しよう！

（年度）

※新型コロナウイルス感染症対策に係る施設の利用上の注意や、イベントの中止、ごみの出し方については、ホームーページをご確認いただくか、
　電話でお問い合わせください。
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（歳入）

令和2年度  組合予算の概要
令和２年度常総地方広域市町村圏事務組合の一般会計予算が、第１回組合議会定例会において審議され、可決されました。
前年度と比較すると３億７，６７１万１千円（６．１％）の増額となりました。

分担金及び負担金

使用料及び手数料
構成4市等からの負担金

消防費
消防の管理運営経費、はしご付消防自動車、
水槽付消防ポンプ自動車、高規格救急車
購入費

公園施設使用料、自販機設置使用料等、
ごみ処理・危険物取扱手数料

（歳出）

　

組
合
で
は
、
広
域
的
事
業
と
し
て
、
様
々
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の

財
源
の
大
部
分
が
、
構
成
市
か
ら
の
負
担
金
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。 

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ご
み
処
理
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど

の
市
民
が
便
益
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
特
定
の
施
設
利

用
者
が
便
益
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
便
益
を
受
け

る
人
と
受
け
な
い
人
と
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
今
回
、
運
動
公
園
と
防
災
セ
ン

タ
ー
の
施
設
使
用
料
に
つ
き
ま
し
て
、
令
和
２
年
７
月
１

日
以
後
の
施
設
使
用
分
か
ら
、
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

　

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
理
解
の
う
え
、
引
き
続
き
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　

工
事
期
間
中
は
全
館
が
休
館

と
な
り
ま
す
。（
外
ト
イ
レ
も

含
む
） 

　

ご
利
用
の
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

工
事
期
間　

　

令
和
2
年
9
月
1
日
か
ら

　
　

令
和
3
年
2
月
28
日
ま
で

　

現
在
、
明
る
さ
に
ば
ら
つ
き

の
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明

に
つ
い
て
、
コ
ー
ト
の
明
る
さ

を
均
等
に
す
る
た
め
に
照
明
設

備
増
設
工
事
を
行
い
ま
す
。 

　
こ
れ
に
伴
い
、
一
部
コ
ー
ト
の

使
用
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

工
事
期
間　

　

６
月
上
旬
か
ら
８
月
上
旬
ま
で

工
事
の
お
知
ら
せ

県
南
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

耐
火
塗
装
改
修
工
事

常
総
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

照
明
設
備
増
設
工
事

注意事項
１．この表は、圏域内利用者（旧水海道市区域、取手市、守谷市、つくばみらい市に在住、在学し、又は在勤
する方）が半数を占める場合に適用となります。圏域内利用者が半数に満たない場合は、この表の使用料
の2倍となります。ただし、プール施設の個人使用は除きます。
２．総合体育館の（ ）書きの使用料は、7月～9月に適用となり、冷房を稼働します。
３．室内温水プールの回数券は１１回分です。（一般4,000円、小中学生1,200円）
４．興業、営利又は宣伝を目的として使用する場合は、この表の使用料の4倍となります。
５．半額減免等により、使用料に10円未満の端数が生じた場合は、10円未満切り捨てとなります。
６．未就学児は、温水プール及び屋外プール使用料は無料となります。（個人使用に限る）
７．屋外施設の夜間照明設備使用料は、無料となります。

令和2年7月1日からの施設使用料一覧
■常総運動公園■

■県南総合防災センター■

施設名
利用区分

利用時間帯 6時～9時 9時～13時 13時～17時 17時～21時

使用料（円）

総合体育館

会　議　室

テニスコート

自由広場

陸上競技場

多目的広場

室内温水プール

屋外プール

区　　　　分
令和２年７月１日から 令和３年７月１日から

和室（防災組織待機･連絡室）

会議室（総合監理室）

使用料（円）

野　球　場 全　面

全　面

1　面

全面専用

全面専用

1コース専用

一般個人使用

一般個人使用

一般個人使用

小中学生個人使用

小中学生個人使用

小中学生個人使用

全　面

全　面

2分の1面

2分の1面

2分の1面

2分の1面

1　面 1時間につき

1時間につき

1時間につき

1時間につき

1時間につき

1名1時間につき

1名1時間につき

1時間につき

1時間につき

1名1回につき

1名1回につき

2時間につき

2時間につき

1名1回につき

1名1回につき

1時間当たり

1時間当たり

50

150

1時間当たり

1時間当たり

50

200

4分の1面

4分の1面

3,750

ー

ー

ー

ー

ー

5,000

5,000
（6,000）

5,000
（6,000）

5,000
（6,000）

2,500
（3,000）

2,500
（3,000）

2,500
（3,000）

1,250
（1,500）

200

100

200

100

200

100

1,250
（1,500）

1,250
（1,500）

5,000 5,000

400

1,250

750

400

1,250

150

100

750

370

400

120

21,000

3,000

500

200

分担金及び
負担金（83.3%）
54億9,099万5千円

使用料及び手数料
（5.1%）

3億3,500万9千円

国庫支出金（1.0%）
6,898万6千円

繰越金（3,2%）
2億1,080万円

諸収入（0.9%）
5,922万8千円

組合債（6.5%）
4億2,780万円

総務費
総括的運営調整経費、職員共同研修経費、
監査・防災センター・交流センターの運営経費
防災センター耐火塗装改修工事費

衛生費
環境センター管理運営経費、放射能対策経費

公債費
組合が借り入れたお金の返済金

民生費
障がい者支援施設管理経費、障がい者支援施
設空調設備更新工事費

議会費 議会関係の運営費

土木費国庫支出金
室内温水プール改修工事実施設計、
災害資材購入等

諸収入
民間団体助成金、容器包装リサイクル協
会拠出金、高速道路救急業務支弁金等

組合債
防災センター耐火塗装改修事業、障がい
者支援施設空調設備更新事業、はしご付
消防自動車購入事業等の借入金

繰越金 前年度繰越金

歳入
65億9,281万8千円

歳出
65億9,281万8千円

消防費
（42.8％）

28億2,196万8千円

衛生費（29.7％）
19億6,138万3千円　

土木費（5.1％）
3億3,439万5千円

公債費（18.1％）
11億9,551万2千円

総務費（2.5％）
1億6,212万1千円

民生費（1.4％）
9,053万3千円

予備費（0.4％）
2,600万円

議会費（0.0％）
90万6千円

運動公園の管理運営経費、室内温水プール改修
工事実施設計、自由広場照明設備改修工事費

常
総
運
動
公
園
と
県
南
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
の

施
設
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す 

総合受付

多目的広場

工事箇所工事箇所
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議会報告

消防からのお知らせ

地域を守る消防官を募集します！

　

令
和
２
年
２
月
１
日
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
に
お
い
て
ガ
ソ

リ
ン
を
携
行
缶
で
購
入
す
る
際
は
、
運
転
免
許
証
等
で
の
本
人
確
認
、

使
用
目
的
の
確
認
が
消
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　

こ
れ
は
令
和
元
年
７
月
に
発
生
し
た
京
都
府
京
都
市
伏
見
区
の
爆
発

火
災
を
受
け
、
同
様
の
事
案
発
生
を
抑
止
す
る
た
め
消
防
法
が
改
正
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
容
器
入
り
ガ
ソ
リ
ン
等
を
購
入
す
る

際
に
も
、
同
様
の
対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
管
轄
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部 
予
防
課 

☎
０
２
９
７
（
２
３
） 
０
９
０
４ （
直
通
） 

取
手
市
消
防
本
部
予
防
課 　

 

☎
０
２
９
７
（
７
４
）
１
４
２
９
（
直
通
） 

『
そ
の
火
事
を 

防
ぐ
あ
な
た
に 

金
メ
ダ
ル
』

　

総
務
省
消
防
庁
と
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
火
災

予
防
思
想
を
よ
り
広
く
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
共
催

で
全
国
統
一
防
火
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　

55
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
万
４
千
６
７

３
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
こ
ち
ら
の
標
語
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

水
海
道
消
防
署
、
守
谷
消
防
署
、
つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
に
お
い
て

実
施
予
定
の
令
和
２
年
度
普
通
救
命
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、
現
在
講
習
会
の
開
催
を

見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。 

　

開
催
の
再
開
に
つ
い
て
は
、
常
総
広
域
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
を
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

ガ
ソ
リ
ン
購
入
時
の
本
人
確
認
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た 

令
和
2
年
度 

普
通
救
命
講
習
会

　

１
１
９
番
通
報
は
、
水
戸
市
内
原
町
に
あ
る
「
い
ば
ら
き
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」

で
受
信
し
て
い
ま
す
。
県
内
全
域
（
一
部
を
除
く
。）
か
ら
の
通
報
を
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
消
防
車
や
救
急
車
が
向
か
う
場
所
を
市
名
か
ら
伝
え
て
く
だ
さ
い
。 

◎
１
１
９
番
通
報
は
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り
と
係
員
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。 

・
通
報
す
る
時
は
、
ま
ず
通
報
者
が
冷
静
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

・
落
ち
着
い
て
、
火
災
や
ケ
ガ
・
病
人
等
の
状
況
を
出
来
る
だ
け
詳
し
く
伝
え
て
く

だ
さ
い
。 

【
１
】
火
事
か
救
急
の
別
を
は
っ
き
り
と 

【
２
】
場
所
を
は
っ
き
り
と
（ 

目
標
物
も
） 

　
　
　
○
○ 

市
○
○ 

町
○
○
番
地 

【
３
】
何
が
（
誰
が
）
ど
う
し
た
の
か
を
正
確
に 

【
４
】
通
報
者
の
名
前
と
電
話
番
号 

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、管
轄
消
防
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部 

☎
0
2
9
7
（
２
３
）
０
１
１
９ 

取
手
市
消
防
本
部 　

   　
　
　
　

  　
　

 

☎
０
２
９
７
（
７
４
）
０
１
１
９ 

令和３年度採用　常総地方広域市町村圏事務組合消防職員 １２名

第一次試験合格者に後日通知します

令和２年７月１３日（月）～８月４日（火）　
土日祝日を除く午前８：３０～午後５：１５

願書受付期間

常総地方広域市町村圏事務組合消防本部　総務課
ＴＥＬ　０２９７－２３－０９０２

受付場所及び
問い合わせ先

①受験願書（常総広域消防本部及び管内各消防署[出張所を除く]にあり
　ます。また、常総広域ホームページからもダウンロードできます)
②卒業（見込）証明書　　③最終学歴の成績証明書
④現在所有している資格・免許証の写し

提出書類

◆視力・・両眼で０．８以上（矯正を含む）、
　かつ一眼でそれぞれ０．５以上、
　赤色・青色・黄色の色彩が識別できること
◆聴力・・左右正常であること

平成 ５年４月２日～平成１５年４月１日に生まれ、高校卒業または同程
度以上の学力を有する方（令和３年３月卒業見込みを含む）

身体的要件

受験資格

≪　期　　　日　≫　令和２年９月２０日（日）
≪試験内容 ・会場≫　筆記試験(教養 ・作文）・体力試験　
　　　　　　　　　  茨城県立水海道第一高等学校

第一次試験

第二次試験

採用予定人員

１
１
９
番
通
報
は 「
い
ば
ら
き
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」で

受
付
け
て
い
ま
す 

令和元年１２月２５日開催の第２回臨時会

令和２年３月２７日開催の第１回定例会

事件の番号 案　　　件 議決結果等

事件の番号 案　　　件 議決結果等

専決処分事項の報告について
（つくばみらい消防署東部出張所救急自動車の
物損事故に係る損害賠償及び和解）

報告
第 2号 報告

常総地方広域市町村圏事務組合一般職の任期付
職員の採用等に関する条例について

議案
第１５号 原案可決

常総地方広域市町村圏事務組合監査委員条例の
一部を改正する条例について

議案
第１号 原案可決

常総地方広域市町村圏事務組合職員の給与に関
する条例等の一部を改正する条例について

議案
第 2号 原案可決

令和元年度常総地方広域市町村圏事務組合一般
会計補正予算（第４号）について

議案
第 4号 原案可決

令和２年度常総地方広域市町村圏事務組合一般
会計予算について

議案
第 5号 原案可決

常総運動公園室内温水プール使用料改善について
の陳情

陳情
第１号 趣旨採択

常総地方広域市町村圏事務組合監査委員の選任
につき同意を求めることについて

議案
第 6号

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化
等を図るための関係法律の整備に関する法律の施
行に伴う関係条例の整備に関する条例について

議案
第 3号 原案可決

常総地方広域市町村圏事務組合議会副議長の
選挙について

選挙
第１号

当選人
豊島葵議員

原案同意
赤羽直一議員

常総地方広域市町村圏事務組合会計年度任用職
員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例
について

議案
第１6号 原案可決

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
について

議案
第１7号 原案可決

常総運動公園の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例について

議案
第１8号 原案可決

県南総合防災センターの設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例について

議案
第１9号 原案可決

令和元年度常総地方広域市町村圏事務組合一般
会計補正予算（第３号）について

議案
第 20号 原案可決
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第7回　常総環境センターふれあいデー開催

常総環境センターからのお知らせ
　常総環境センターでは、毎年周辺地域のダイオキシン類、施設の排ガス測定及び放射能分析を実施しています。
令和元年度の測定結果も、前年度同様に国の基準を大きく下回っており、安全な運転を実施しています。

　リチウムイオン電池使用のデジタルカメラ、リチウムイオン電池内臓式の加熱式タバコなどを一般の
ごみとして排出すると、収集車やごみ処理施設の火災事故の原因になります。
　これらはリサイクル協力店で引取をしていますので、お近くの協力店へお持ちください。

◆排ガス分析結果

◆周辺地域ダイオキシン類調査結果
調査対象 単　　位 最　　小 最　　大 平　　均 国の基準値

土壌（周辺7箇所）
大気（周辺13箇所）

pg-TEQ/g
pg-TEQ/㎥

1.4
0,0078

54
0.072

◆放射能分析結果
項　　目 単　位

Bq/㎥
1号
2号
3号

炉 最　小 最　大

排ガス

溶融スラグ
溶融不適物
飛灰処理物
排　水

大野川上流水
大野川下流水

Bq/kg
Bq/kg
Bq/kg
Bq/L
Bq/L
Bq/L

不　検　出
不　検　出
不　検　出

不　検　出
不　検　出
不　検　出

15
不　検　出
360

76
38
974

10.56
0.03

1,000
0.6

ダイオキシン類
ばいじん
塩化水素
硫黄酸化物
窒素酸化物
一酸化炭素

ng-TEQ/㎥Ｎ
g/㎥Ｎ
ppｍ
ppｍ
ppｍ
ppｍ

1
0.08
430
3,300
250
30

項　　目 単　　位 最　　小 最　　大 自主基準値 国の基準値

0.00002
0.0006
22
2.9
56
3

0.00071
0.0009
59
15
82
7

0.01
0.01
67
50
100
15

リチウムイオン電池

環境測定結果

ごみとして出すと
火災の原因になります

　令和元年11月30日(土)に第７回常総環境センターふれあいデーを開催しました。
　当日は約3,500人に来場していただきました。来場者には、スタンプラリーをとおして常総環境センターのごみ処理の状況
を見学してごみに対する意識を深めていただくとともに、今回は、会場に資源化向上のブースを設け、来場者に資源物の分別
体験をしていただき、分別の大切さを学んでいただきました。
　また、メインステージでは構成市内の各団体による演舞、広場ではミニＳＬ、ポニー乗馬体験、消防本部による濃煙体験な
どのイベントを実施いたしました。
　開催にあたりご協力をいただいた実行委員会、各種団体の皆様、そして来場いただいた多くの皆様に感謝申し上げます。

資源物分別体験ポニー乗馬と
小動物とのふれあい

各種ステージイベント
フラダンス
林蔵太鼓
フォークダンス

ミニSL

各種模擬店

消防濃煙体験

ゴミ

収集車火災

ごみ処理施設火災 カメラの電池

加熱式タバコ

お近くのリサイクル協力店へ

※リサイクル協力店につきまし
ては、お住まいの環境担当課へ
お尋ねください


